【記入例】

様式第1号（第2条関係）

法 人 市 民 税 均 等 割 減 免 申 請 書

	法人

番号
	
	管理

番号
	


	令和　　　年　　　月　　　日

(あて先)　　　松 江 市 長　
	　　　　　　申　　　請　　　者
	所在地
	

	
	
	(ふりがな)

法人名
	

	
	
	代表者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	電話番号
	

	事業の種目
	

	事業年度（算定期間）
	　　　年　　　月　　　日　から 　　　　年　　　月　　　日まで

	資本金等の金額（期末）
	　 　　　　　　  　　　　　円

	従業者数
	      　            人

	算定期間中の均等割額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	上記のうち減免を
受けようとする額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	減免を受けようとする事由　　　　（該当する事由に○印をして下さい。）

1． 公共法人

2． 均等割のみを課される法人

3． 資本等の金額が100万円以下の法人で従業者数が10人未満であり

　　　かつ法人税割の課税標準がないこととなったもの




備考　　　この申請書は、納期限までに提出してください。

様式第1号（第2条関係）

法 人 市 民 税 均 等 割 減 免 申 請 書

	法人

番号
	7000000000000
	管理

番号
	70000000


	令和　　　年　　　月　　　日

(あて先)　　　松 江 市 長　
	　　　　　　申　　　請　　　者
	所在地
	松江市末次町８６番地



	
	
	(ふりがな)

法人名
	○○○○○○



	
	
	代表者氏名
	松江　　花子　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	電話番号
	0852-55-5154

	事業の種目
	（謄本又は定款等に記載されているうちの主たる事業）

	事業年度（算定期間）
	令和　7年　４月　１日　から　令和　8年　３月　３１日まで

	資本金等の金額（期末）
	１，０００，０００円

	従業者数
	      　           ５人

	算定期間中の均等割額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　６０，０００円

	上記のうち減免を
受けようとする額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　１０，０００円

	減免を受けようとする事由　　　　（該当する事由に○印をして下さい。）

4． 公共法人

5． 均等割のみを課される法人

6． 資本等の金額が100万円以下の法人で従業者数が10人未満であり

　　　かつ法人税割の課税標準がないこととなったもの




備考　　　この申請書は、納期限までに提出してください。


